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ブルーカーボン貯留量の⾃動計測
ー漁村の脱炭素・収益向上に向けた取り組みー

研究の概要
ブルーカーボン貯留量を⾃動計測するために、観測機（⽔中カメラ）を漁船

に取り付け、位置情報と合わせてクラウドに集約することで、⽇常的に藻類の
繁茂位置を記録し、種類、体積を算出する仕組みを構築する。

技術の詳細・事例
観測機や⽔中ドローンから得られる⽔中画像に対して藻類識別を実施、３D

化と合わせて、藻類別体積を割り出す。これにより海域ごとの炭素貯留量を⾃
動算出する。
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本研究成果は、国⽴研究開発法⼈情報通信研究機構の委託研究（22602）により得られたものです。

観測結果は、地図上に表⽰し
時系列データとして参照可能
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